
Cisco ASR 1001-Xルータの起動と初期設定

この章を参考にすることにより、ルータの基本設定を理解し、ネットワークにアクセスするこ

とができます。複雑な設定手順はこのマニュアルの対象外です。ご使用のシスコハードウェア

製品にインストールされているソフトウェアのリリースに対応した Cisco IOSソフトウェアコ
ンフィギュレーションマニュアルセットのモジュラコンフィギュレーションガイドおよびモ

ジュラコマンドリファレンスを参照してください。

この章は、次の項で構成されています。

•システム起動前の確認（1ページ）
• Cisco ASR 1001-Xルータの電源投入（2ページ）
•ルータの初期設定の実行（4ページ）
•ルータ設定の保存（15ページ）
•初期設定の確認（16ページ）
• Cisco ASR 1001-Xルータの安全な電源オフ（17ページ）
•環境モニタおよびリポート機能（18ページ）

システム起動前の確認
すべてのカードスロットと収納部が塞がっていることを確認してください。空のスロットには

ブランクの前面プレートを取り付けます。電源スロットは空の状態にしておかないでくださ

い。電源スロットにカバーが付いていない場合、ミッドプレーンの電源ピンの危険電圧に晒さ

れる危険があります。

ブランクの前面プレートおよびカバーパネルには、3つの重要な機能があります。シャーシ内
の危険な電圧および電流による感電を防ぐこと、他の装置への電磁干渉（EMI）の影響を防ぐ
こと、およびシャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。システムは、必ずすべて

のカード、前面プレート、前面カバー、および背面カバーを正しく取り付けた状態で運用して

ください。ステートメント 1029

危険
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起動シーケンスを確認するには、CiscoASR1001-Xルータを起動する前にコンソールを接続し
ておく必要があります。

（注）

ルータを起動する前に、次の条件に適合していることを確認します。

•ネットワークインターフェイスケーブルまたはオプションのファストイーサネット管理
ポートのケーブルが接続されている。

•シャーシが確実に設置されていて、アースされている。
•電源コードおよびインターフェイスケーブルが接続されている。
•ターミナルエミュレーションプログラム（hyperTerminalまたは同等のプログラム）がイ
ンストールされた PCがコンソールポートに接続され、電源投入されている。また、9600
ボー、8データビット、1ストップビット、パリティなし、フロー制御なしに設定されて
いる。

•アクセスコントロールのためにパスワードが選択されている。
•取り外し可能なコンポーネントの固定ネジがすべてしっかりと締められていること
•コンソール端末がオンになっている。
•ネットワークインターフェイスの IPアドレスを判別済みである。
•共有ポートアダプタおよび NIMがそれぞれのスロットに挿入されている（該当する場
合）。

•空のカードスロットにブランクの正面プレートが取り付けられている。これにより、シャー
シ内部の空気流を確保でき、適切な電磁適合性（EMC）を得ることもできます。

Cisco ASR 1001-Xルータの電源投入
前提条件

電源を入れる前に、次のことを確認してください。

•電源コードが電源差し込み口に接続されていること
•すべてのケーブルが接続されていること
•コンピュータが起動され、接続されていること

システムに初めて電源を入れる準備ができました。次の手順を実行します。

電源スイッチをオンの位置に動かします。ファンの音を聞きます。すぐに作動音が聞こえるは

ずです。電源の LED OKが緑色に点灯していて、FAIL LEDが点灯してないことを確認しま
す。

前面パネルのインジケータ LEDでは、起動中の電源、動作、ステータスに関する有益な情報
が得られます。LEDの詳細については、「Cisco ASR 1001-X Router LED」のセクションを参照
してください。

初期化プロセスを確認します。システムブートが完了すると（ブートプロセスには数秒かかり

ます）は、Cisco ASR 1001-Xルータが初期設定を開始します。
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以下に、システムブートプロセス中に表示される出力例を示します。

ブートフラッシュのシステムイメージを使用したROMMONからのロード

Initializing Hardware ...
System integrity status: 00000610
System Bootstrap, Version 15.4(2r)S, RELEASE SOFTWARE (fc1)
Copyright (c) 1994-2014 by cisco Systems, Inc.
Current image running: Boot ROM0
Last reset cause: PowerOn
ASR1001-X platform with 8388608 Kbytes of main memory
File size is 0x1c103d44
Located
asr1001x-universalk9.BLD_V154_2_S0A_XE3120A_THROTTLE_LATEST_20140427_042227-std.SPA.bin
Image size 470826308 inode num 81931, bks cnt 114948 blk size 8*512
####################################################################################################
####################################################################################################
Validating dev_mode signature
done
Boot image size = 470826308 (0x1c103d44) bytes
ROM:RSA Self Test Passed
ROM:Sha512 Self Test Passed
Self Tests Latency: 58 mSec
Package header rev 1 structure detected
Calculating SHA-1 hash...done
validate_package_cs: SHA-1 hash:

calculated ef1e9e3f:519cec63:1f14c20f:c3b39303:dbb4c3c5
expected ef1e9e3f:519cec63:1f14c20f:c3b39303:dbb4c3c5

RSA Signed RELEASE Image Signature Verification Successful.
Package Load Test Latency : 5070 mSec
Image validated
Validating dev_mode signature
done

Restricted Rights Legend
Use, duplication, or disclosure by the Government is
subject to restrictions as set forth in subparagraph
(c) of the Commercial Computer Software - Restricted
Rights clause at FAR sec. 52.227-19 and subparagraph
(c) (1) (ii) of the Rights in Technical Data and Computer
Software clause at DFARS sec. 252.227-7013.

cisco Systems, Inc.
170 West Tasman Drive
San Jose, California 95134-1706

Cisco IOS Software, ASR1000 Software (X86_64_LINUX_IOSD-UNIVERSALK9-M), Experimental
Version 15.4(20140427:063816)
[v154_2_s0a_xe3120a_throttle-BLD-BLD_V154_2_S0A_XE3120A_THROTTLE_LATEST_20140427_042227-ios
106]
Copyright (c) 1986-2014 by Cisco Systems, Inc.
Compiled Sun 27-Apr-14 00:02 by mcpre
cisco ASR1001-X (1NG) processor with 3765392K/6147K bytes of memory.
Processor board ID P4A-17
6 Gigabit Ethernet interfaces
3 Ten Gigabit Ethernet interfaces
32768K bytes of non-volatile configuration memory.
8388608K bytes of physical memory.
6684671K bytes of eUSB flash at bootflash:.
Press RETURN to get started!
*May 13 15:17:59.791: %SMART_LIC-6-AGENT_READY: Smart Agent for Licensing is initialized
*May 13 15:18:00.810: %IOS_LICENSE_IMAGE_APPLICATION-6-LICENSE_LEVEL: Module name =
asr1001x Next reboot level = adventerprise and License = adventerprise
*May 13 15:18:03.504: %IOSXE_THROUGHPUT-6-LEVEL: Throughput level has been set to 20000000
kbps
*May 13 15:18:14.767: %SPANTREE-5-EXTENDED_SYSID: Extended SysId enabled for type vlan

Cisco ASR 1001-Xルータの起動と初期設定
3

Cisco ASR 1001-Xルータの起動と初期設定

Cisco ASR 1001-Xルータの電源投入



*May 13 15:18:17.981: VOIPHA: removing default handlers
*May 13 15:18:18.838: %LINK-3-UPDOWN: Interface Lsmpi0, changed state to up
*May 13 15:18:18.838: %LINK-3-UPDOWN: Interface EOBC0, changed state to up
*May 13 15:18:18.839: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface VoIP-Null0, changed
state to up
*May 13 15:18:18.839: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface LI-Null0, changed
state to up
*May 13 15:18:18.839: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0, changed state to down
.
.
.

ルータの初期設定の実行
以降の項で説明する手順に従って、ルータの初期設定を行うことができます。

Cisco setupコマンド機能の使い方
setupコマンド機能を使用すると、ルータを迅速に設定するために必要な情報を入力するよう
にプロンプトが表示されます。また、LANおよびWANインターフェイスなどの初期設定を順
番に実行できます。

起動した際に Cisco IOS XEルータに何も設定がない場合には、この setupコマンド機能が自動
的に入力されます。

（注）

設定の作成後に設定を変更する方法については、『Cisco IOS XE Configuration Guide』および
『Cisco IOS XE Command References』を参照してください。

ここでは、ルータのホスト名とパスワードを設定し、管理ネットワークと通信するためのイン

ターフェイスを設定する方法について説明します。

setupコマンド機能を間違って使用した場合は、setupコマンド機能を終了し、再度実行してく
ださい。Ctrl-Cを押し、特権 EXECモード（Router#）に setupコマンドを入力します。

（注）

手順の概要

1. Cisco IOS-XE CLIから、特権 EXECモードで setupコマンドを次のように入力します。

2. setupコマンド機能を引き続き使用する場合は、 yesを入力します。

3. 基本の管理設定で、必要な接続だけを設定します。

4. ルータのホスト名を入力します（例では myrouter）。
5. イネーブルシークレットパスワードを入力します。このパスワードは暗号化される（安

全性が高い）ので、設定を表示してもパスワードは表示されません。
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6. イネーブルシークレットパスワードとは異なるイネーブルパスワードを入力します。

このパスワードは暗号化されない（安全性が低い）ので、設定を表示するとパスワード

も表示されます。

7. 仮想端末パスワードを入力します。このパスワードによって、コンソールポート以外の

ポートからの不正アクセスを防止できます。

8. 次のプロンプトに対して、使用するネットワークに適した応答を入力します。

9. 次のプロンプトに対して、使用するネットワークに適した応答を入力します。

10. 次のプロンプトに応答します。[2]を選択して、初期設定を保存します。

手順の詳細

ステップ 1 Cisco IOS-XE CLIから、特権 EXECモードで setupコマンドを次のように入力します。

例：

Router> enable

Password: <password>

Router# setup

--- System Configuration Dialog ---
Continue with configuration dialog? [yes/no]:

setupコマンド機能のプロンプトは、ルータのモデル、組み込まれているインターフェイスモジュール、
さらにソフトウェアイメージによって異なります。次の手順およびユーザ入力（太字の部分）は、あく

までも例です。

ステップ 2 setupコマンド機能を引き続き使用する場合は、 yesを入力します。

例：

Continue with configuration dialog? [yes/no]:
At any point you may enter a question mark '?' for help.
Use ctrl-c to abort configuration dialog at any prompt.
Default settings are in square brackets '[]'.

ステップ 3 基本の管理設定で、必要な接続だけを設定します。

例：

Would you like to enter basic management setup? [yes/no]: yes

ステップ 4 ルータのホスト名を入力します（例では myrouter）。

例：

Configuring global parameters:
Enter host name [Router]: myrouter

ステップ 5 イネーブルシークレットパスワードを入力します。このパスワードは暗号化される（安全性が高い）の

で、設定を表示してもパスワードは表示されません。
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例：

The enable secret is a password used to protect access to
privileged EXEC and configuration modes. This password, after
entered, becomes encrypted in the configuration.
Enter enable secret: cisco

ステップ 6 イネーブルシークレットパスワードとは異なるイネーブルパスワードを入力します。このパスワードは

暗号化されない（安全性が低い）ので、設定を表示するとパスワードも表示されます。

例：

The enable password is used when you do not specify an
enable secret password, with some older software versions, and
some boot images.
Enter enable password: cisco123

ステップ 7 仮想端末パスワードを入力します。このパスワードによって、コンソールポート以外のポートからの不

正アクセスを防止できます。

例：

The virtual terminal password is used to protect
access to the router over a network interface.
Enter virtual terminal password: cisco

ステップ 8 次のプロンプトに対して、使用するネットワークに適した応答を入力します。

例：

Configure SNMP Network Management? [no]: yes
Community string [public]:

使用可能なインターフェイスの要約が表示されます。インターフェイスの概要には、インターフェイス

のナンバリングが含まれます。これはルータモデルおよびインストールされているモジュールとインター

フェイスカードによって変わります。

例：

Current interface summary
Interface IP-Address OK? Method Status Protocol
Te0/0/0 20.1.1.1 YES NVRAM administratively down down
Te0/0/1 21.1.1.1 YES NVRAM administratively down down
GigabitEthernet0/0/0 11.1.1.1 YES NVRAM down down
GigabitEthernet0/0/1 12.1.1.1 YES NVRAM administratively down down
GigabitEthernet0/0/2 13.1.1.1 YES NVRAM administratively down down
GigabitEthernet0/0/3 14.1.1.1 YES NVRAM administratively down down
GigabitEthernet0/0/4 15.1.1.1 YES NVRAM administratively down down
GigabitEthernet0/0/5 200.1.1.1 YES NVRAM administratively down down
Te0/1/0 22.1.1.1 YES NVRAM administratively down down
GigabitEthernet0 2.1.12.233 YES NVRAM up up
Any interface listed with OK? value "NO" does not have a valid configuration

ステップ 9 次のプロンプトに対して、使用するネットワークに適した応答を入力します。

例：

Configuring interface GigabitEthernet0/0/1
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:
Configure IP on this interface? [yes]: yes
IP address for this interface [10.10.10.12

]:
Subnet mask for this interface [255.0.0.0] : 255.255.255.0
Class A network is 10.0.0.0, 24 subnet bits; mask is /24

次のコンフィギュレーションコマンドスクリプトが作成されます。

例：

hostname myrouter
enable secret 5 $1$t/Dj$yAeGKviLLZNOBX0b9eifO0
enable password cisco123
line vty 0 4 password cisco snmp-server community public !
no ip routing
!
interface GigabitEthernet0/0/0
shutdown
no ip address
!
interface GigabitEthernet0/0/1
no shutdown
ip address 10.10.10.12 255.255.255.0
!
interface GigabitEthernet0/0/2
shutdown
no ip address
!
.
.
.
end

ステップ 10 次のプロンプトに応答します。[2]を選択して、初期設定を保存します。

例：

[0] Go to the IOS command prompt without saving this config.
[1] Return back to the setup without saving this config.
[2] Save this configuration to nvram and exit.
Enter your selection [2]: 2
Building configuration...
Use the enabled mode 'configure' command to modify this configuration.
Press RETURN to get started! RETURN

次のユーザプロンプトが表示されます。

例：

myrouter>

設定の完了

シスコの setupコマンド機能を使用する場合、機能が要求する情報を Cisco setupコマンド機能
の使い方（4ページ）の説明に従ってすべて入力すると、最終的な設定が表示されます。
ルータ設定を完了するには、次の手順を実行します。
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手順の概要

1. 設定を保存するようにプロンプトが表示されます。

2. 画面にメッセージが表示されなくなったら、Returnを押して Router>プロンプトを表示し
ます。

3. Router>プロンプトは、コマンドラインインターフェイス（CLI）を実行中で、ルータの初
期設定を完了したことを示します。この時点では、設定はまだ完了していないことに注意

してください。この時点で 2つの選択肢があります。

手順の詳細

ステップ 1 設定を保存するようにプロンプトが表示されます。

• noと答えると、入力した設定情報は保存されません。また、ルータイネーブルプロンプト（Router#）
に戻ります。setupと入力すると、システム設定ダイアログボックスに戻ります。

• yesと答えると、設定は保存され、ユーザ EXECプロンプト（Router>）に戻ります。

例：

Use this configuration? {yes/no} : yes
Building configuration...
Use the enabled mode 'configure' command to modify this configuration.
%LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0/1/0, changed state to up
%LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface GigabitEthernet0/1/0, changed state to up
<Additional messages omitted.>

ステップ 2 画面にメッセージが表示されなくなったら、Returnを押して Router>プロンプトを表示します。

ステップ 3 Router>プロンプトは、コマンドラインインターフェイス（CLI）を実行中で、ルータの初期設定を完了し
たことを示します。この時点では、設定はまだ完了していないことに注意してください。この時点で 2つ
の選択肢があります。

•もう一度 setupコマンド機能を実行し、別の設定を作成します。

例：

Router> enable
Password: password
Router# setup

• CLIを使用して、既存の設定を変更するか、追加の機能を設定します。

例：

Router> enable
Password: password
Router# configure terminal
Router(config)#
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Cisco IOS-XE CLIの使い方（手動設定）
ここでは、ルータの初期設定を行うために CLIにアクセスする方法を示します。

システム設定メッセージが表示されない場合、デフォルトの設定ファイルは出荷前にルータに

インストールされています。ルータを設定する手順は、次のとおりです。

手順の概要

1. 次のシステムメッセージがルータに表示されたら、noと入力します。
2. Returnを押して、手動設定を続行します。
3. Returnを押すと Router>プロンプトが表示されます。
4. enableと入力して特権 EXECモードを開始します。

手順の詳細

ステップ 1 次のシステムメッセージがルータに表示されたら、noと入力します。

例：

--- System Configuration Dialog ---
Would you like to enter the initial configuration dialog? [yes/no]: no

ステップ 2 Returnを押して、手動設定を続行します。

複数のログメッセージが表示されます。

ステップ 3 Returnを押すと Router>プロンプトが表示されます。

ステップ 4 enableと入力して特権 EXECモードを開始します。

例：

Router> enable

Router#

ルータのホスト名の設定

ホスト名はCLIプロンプトとデフォルトの設定ファイル名に使用されます。ルータのホスト名
を設定しない場合、出荷時のデフォルトのホスト名である「Router」が使用されます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. hostname name

4. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ネットワークサーバのホスト名を指定または修正し

ます。

hostname name

例：

ステップ 3

Router(config)# hostname myrouter

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

myrouter# end

イネーブルおよびイネーブルシークレットパスワードの設定

セキュリティのレイヤを追加するには、特にネットワークを経由するパスワードまたは TFTP
サーバに保存されるパスワードの場合、enable passwordコマンドまたは enable secretコマン
ドを使用します。どちらのコマンドも同じ結果を達成します。つまり、特権EXEC（イネーブ
ル）モードにアクセスするために入力する必要がある、暗号化されたパスワードを設定できま

す。

より高度な暗号化アルゴリズムが使用されるので、 enable secretコマンドを使用することを推
奨します。

詳細については、『Cisco IOS Security Configuration Guide』の「Configuring Passwords and
Privileges」を参照してください。また、『Cisco IOS Password Encryption Facts』テクニカルノー
トと『Improving Security on Cisco Routers』テクニカルノートも参照してください。

enable secretコマンドを設定した場合、このコマンドは enable passwordコマンドよりも優先
されます。同時に 2つのコマンドを有効にはできません。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
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3. enable secret password

4. end
5. enable
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

enable passwordコマンドよりも強化したセキュリ
ティレイヤを指定します。

enable secret password

例：

ステップ 3

Router(config)# enable secret greentree

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Router(config)# end

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 5

新しいイネーブルまたはイネーブルシークレット

パスワードが機能していることを確認します。
Router> enable

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

Router(config)# end

コンソールのアイドル特権 EXECタイムアウトの設定

ここでは、コンソール回線のアイドル特権EXECタイムアウトを設定する方法について説明し
ます。デフォルトでは、特権 EXECコマンドインタープリタは、ユーザ入力の検出を 10分間
待ってからタイムアウトします。

コンソール回線を設定するとき、通信パラメータの設定、自動ボー接続の指定、および使用し

ている端末の端末操作パラメータの設定を行うこともできます。コンソール回線の設定の詳細

については、『Cisco IOSConfiguration Fundamentals andNetworkManagement ConfigurationGuide』
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を参照してください。とくに「Configuring Operating Characteristics for Terminals」および
「Troubleshooting and Fault Management」の章を参照してください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. line console 0
4. exec-timeout minutes [seconds]
5. end
6. show running-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

コンソール回線を設定し、回線コンフィギュレー

ションコマンドのコレクションモードを開始しま

す。

line console 0

例：

Router(config)# line console 0

ステップ 3

アイドル特権EXECタイムアウトを設定します。こ
れは特権EXECコマンドインタープリタがユーザの
入力が検出されるまで待つ間隔です。

exec-timeout minutes [seconds]

例：

Router(config-line)# exec-timeout 0 0

ステップ 4

次に、タイムアウトなしを指定する例を示します。

exec-timeout値を 0に設定すると、ルータへのログ
イン後にタイムアウトでログアウトすることがなく

なります。この場合、disableコマンドを使用して手
動でログアウトしないでコンソールを離れると、セ

キュリティ上の問題が発生する可能性があります。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Router(config)# end
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目的コマンドまたはアクション

実行コンフィギュレーションファイルを表示しま

す。

show running-config

例：

ステップ 6

アイドル特権EXECタイムアウトを適切に設定した
ことを確認します。

Router# show running-config

例

次に、コンソールのアイドル特権 EXECタイムアウトを 2分 30秒に設定する例を示します。

line console
exec-timeout 2 30

次に、コンソールのアイドル特権 EXECタイムアウトを 30秒に設定する例を示します。

line console
exec-timeout 0 30

ギガビットイーサネット管理インターフェイスの概要

ルータには、GigabitEthernet0という名前のイーサネット管理ポートがあります。

このインターフェイスの目的は、ユーザがルータ上で管理タスクを実行できるようにすること

です。これは、ネットワークトラフィックを転送すべきでないか、多くの場合は転送できない

インターフェイスですが、TelnetおよびSSHを介してルータにアクセスしてルータ上の管理タ
スクを実行するために使用できます。このインターフェイスは、ルータがルーティングを開始

する前か、またはその他の転送インターフェイスが非アクティブ時にトラブルシューティング

を行う場合に有用な機能を提供します。

管理イーサネットインターフェイスでは、次の点に注意してください。

•ルータには、GigabitEthernet0という名前の管理イーサネットインターフェイスが 1つあ
ります。

•インターフェイスでサポートされるルーテッドプロトコルは、IPv4、IPv6、および ARP
だけです。

•このインターフェイスは、転送インターフェイスが機能していないか、Cisco IOSがダウ
ンしていても、ルータにアクセスする手段となります。

•管理イーサネットインターフェイスは、自身の VPNルーティングおよび転送（VRF）の
一部となっています。詳細については、『CiscoASR1000 SeriesAggregation Services Routers
Software Configuration Guide』を参照してください。

ギガビットイーサネットのデフォルト構成

デフォルトでは、転送 VRFは、Mgmt-intfという特殊なグループ名を持つインターフェイス用
に設定されます。この設定を変更することはできません。これは、管理インターフェイスのト

ラフィックをフォワーディングプレーンから分離します。そうしないと、ほとんどの機能に対
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して、インターフェイスが他のギガビットイーサネットインターフェイスと同じように設定

できてしまいます。

たとえば、デフォルト設定は次のようになります

interface GigabitEthernet0
vrf forwarding Mgmt-intf
ip address 172.18.77.212 255.255.255.240
negotiation auto

ギガビットイーサネットインターフェイスの設定

ここでは、IPアドレスおよびインターフェイスの説明をルータのイーサネットインターフェ
イスに割り当てる方法について説明します。

ギガビットイーサネットインターフェイスに関する総合的な設定情報については、『Cisco
IOS Interface and Hardware Component Configuration Guide』の「Configuring LAN Interfaces」を参
照してください。

インターフェイス番号の詳細については、ご使用のルータに関連するソフトウェアコンフィ

ギュレーションガイドを参照してください。

手順の概要

1. enable
2. show ip interface brief
3. configure terminal
4. interface gigabitethernet 0
5. ip address ip-address mask

6. no shutdown
7. end
8. show ip interface brief

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

IPに設定されているインターフェイスの簡単なス
テータスを表示します。

show ip interface brief

例：

ステップ 2

ルータ上にあるイーサネットインターフェイスの種

類がわかります。
Router# show ip interface brief

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

Router# configure terminal

イーサネットインターフェイスを指定し、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

interface gigabitethernet 0

例：

Router(config)# interface gigabitethernet 0

ステップ 4

インターフェイスのプライマリ IPアドレスを設定し
ます。

ip address ip-address mask

例：

ステップ 5

Router(config-if)# ip address 172.16.74.3
255.255.255.0

インターフェイスをイネーブルにします。no shutdown

例：

ステップ 6

Router(config-if)# no shutdown

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 7

Router(config)# end

IPに設定されているインターフェイスの簡単なス
テータスを表示します。

show ip interface brief

例：

ステップ 8

イーサネットインターフェイスが起動していて、正

しく設定されていることを確認します。
Router# show ip interface brief

次のタスク

IPルーティングおよび IPルーティングプロトコルに関する総合的な設定情報については、
Cisco.comの『Configuring IP Routing Protocol-Independent Feature』を参照してください。

（注）

ルータ設定の保存
ここでは、実行コンフィギュレーションを NVRAMのスタートアップコンフィギュレーショ
ンに保存することで、次のシステムリロード時、または電源の再投入時に設定を失わない方法

について説明します。NVRAMには、ルータ上に 32 MBのストレージがあります。
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手順の概要

1. enable
2. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

実行中の設定をスタートアップコンフィギュレー

ションに保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 2

Router# copy running-config startup-config

次のタスク

ファイルの破損時にファイルの回復を補助し、ダウンタイムを最小限に抑えるために、スター

トアップコンフィギュレーションファイルおよびCisco IOS-XEソフトウェアシステムイメー
ジファイルのバックアップコピーをサーバに保存することを推奨します。

（注）

完了した作業内容を失わないために、進行に合わせてときどき設定を保存してください。copy
running-config startup-configコマンドを入力し、NVRAMに設定を保存します。

（注）

初期設定の確認
Cisco IOS-XEで次のコマンドを入力することで、ルータの初期設定を確認できます。

• show version：システムのハードウェアバージョン、インストールされているソフトウェ
アバージョン、コンフィギュレーションファイルの名前とソース、ブートイメージ、お

よび使用されているDRAM、NVRAM、およびフラッシュメモリの合計サイズを表示しま
す。

• showdiag：インストールされているコントローラ、インターフェイスプロセッサ、および
ポートアダプタに関する診断情報を一覧表示します。

• show interfaces：インターフェイスが正常に機能しているかどうか、およびインターフェ
イスと回線プロトコルが正しい状態（アップまたはダウンのいずれかの状態）にあるどう

かを示します。
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• show ip interface brief：IPプロトコルに設定されているインターフェイスの概要を表示し
ます。

• show configuration：正しいホスト名とパスワードが設定されているかどうかを確認する場
合に役立ちます。

初期設定を完了および確認した後、特定の特性と機能を設定できます。『Cisco ASR 1000シ
リーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド』を

参照してください。

Cisco ASR 1001-Xルータの安全な電源オフ
ここでは、CiscoASR1001-Xルータのシャットダウン方法について説明します。シャーシのす
べての電源を切る前に、reloadコマンドを発行することを推奨します。これにより、オペレー
ティングシステムによってすべてのファイルシステムがクリーンアップされます。

Cisco ASR 1001-Xルータの電源を安全に切断する手順は、次のとおりです。

手順の概要

1. アクセサリキットに含まれている静電気防止用リストストラップを身に付けます。

2. reload コマンドを入力します。

3. reloadコマンドを確認します。

4. reloadコマンドを確認したあと、システムブートストラップメッセージが表示されるま
で、システムの電源を切らずに待機します。

5. スタンバイスイッチをスタンバイの位置にします。

手順の詳細

ステップ 1 アクセサリキットに含まれている静電気防止用リストストラップを身に付けます。

ステップ 2 reload コマンドを入力します。

ステップ 3 reloadコマンドを確認します。

例：

Router# reload
Proceed with reload? [confirm]
Apr 21 03:42:45.619 EDT: %SYS-5-RELOAD: Reload requested by console. Reload Reason: Reload Command.Apr
21 03:42:59.920 R0/0: %PMAN-5-EXITACTION: Process manager is exiting: process exit with reload
chassis code

ステップ 4 reloadコマンドを確認したあと、システムブートストラップメッセージが表示されるまで、システムの電
源を切らずに待機します。

例：

System Bootstrap, Version 15.4(2r)S, RELEASE SOFTWARE (fc1)
Copyright (c) 1994-2014 by cisco Systems, Inc.
Current image running: Boot ROM0
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Last reset cause: LocalSoft
ASR1001-X platform with 16777216 Kbytes of main memory
rommon 1 >

ステップ 5 スタンバイスイッチをスタンバイの位置にします。

スタンバイスイッチがスタンバイの位置にあっても、電源モジュールのファンは動作し続けま

す。

（注）

ルータの電源をオフにしたのち、再度電源をオンにするまで、30秒以上間隔をあけてください。（注）

環境モニタおよびリポート機能
環境モニタおよびリポート機能により、環境状態が悪化する前に状態を特定し、解決すること

ができるので、システムの正常な稼働を維持できます。

シャーシの過熱を防ぐために、システムに冷気が取り込まれていることを確認します。他の機

器からの排気がシステムに流入していると、過熱状態になることがあります。冷気がシャーシ

内を妨げられずに流れ、シャーシ内の排気が他の装置の空気取り入れ口に流れ込まれないよう

にするために、シャーシの周りに十分なスペースを設けてください。

注意

Cisco ASR1001-Xルータのアラームモニタ
Cisco ASR 1001-Xルータは、CRIT、MAJ、およびMINアラームインジケータ LEDを表示し
ます。Cisco ASR 1001-Xルータのこれら 3つのシステムアラーム LEDは、ルータのアラーム
状態を視覚的に示します。これらの LEDは常にルータの状態を表示しますが、これらの LED
がルータのアラーム条件を正しく感知できることをユーザが直接確認する必要があります。さ

らに、show facility-alarm statusコマンドを使用して、アラームを表示すこともできます。

Router# show facility-alarm status
System Totals Critical: 4 Major: 0 Minor: 0
Source Time Severity Description [Index]
------ ------ -------- -------------------
Power Supply Module 1 Mar 12 2014 09:05:21 CRITICAL Power Supply Failure [0]
xcvr container 0/0/0 Mar 12 2014 09:05:42 CRITICAL Transceiver Missing -
Link Down [1]
xcvr container 0/0/1 Mar 12 2014 09:05:42 INFO Transceiver Missing [0]
xcvr container 0/0/2 Mar 12 2014 09:05:42 CRITICAL Transceiver Missing -
Link Down [1]
xcvr container 0/0/3 Mar 12 2014 09:05:42 CRITICAL Transceiver Missing -
Link Down [1]
xcvr container 0/0/4 Mar 12 2014 09:05:42 INFO Transceiver Missing [0]
xcvr container 0/0/5 Mar 12 2014 09:05:42 INFO Transceiver Missing [0]
xcvr container 0/0/6 Mar 12 2014 09:05:42 INFO Transceiver Missing [0]
xcvr container 0/0/7 Mar 12 2014 09:05:42 INFO Transceiver Missing [0]
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Cisco ASR 1001-Xルータに、外部アラームのモニタリング機能はありません。（注）

視覚アラームを解除するには、アラーム条件を解決する必要があります。 clear facility-alarm
コマンドによって、Cisco ASR 1001-Xルータのアラーム LEDがクリアされることはありませ
ん。たとえば、SPAを正しく非アクティブ化せずに取り外したためにクリティカルアラーム
LEDが点灯した場合、このアラームは SPAを再度取り付けなければ解決できません。

環境モニタ

環境モニタ機能では、センサーを使用して、シャーシ内部を流れる冷却空気の温度を監視しま

す。

ローカル電源モジュールで監視できるものは、次のとおりです。

•入力および出力電圧
•出力電流
•コンセントの温度

Cisco ASR 1001-Xルータは次の環境動作条件を満たしている必要があります。

•動作温度（通常）：0°～ 40°C
•動作温度（短期間）：0°から +55°C
•動作湿度（公称）（相対湿度）：10～ 90%（相対）
•動作湿度（短期間）：5から 90%（相対）
•動作時の高度：– 500～ 10,000フィート
• DC入力電圧範囲：-40～ -72 VDC
• AC入力電圧範囲：85～ 264 VAC

さらに、電源モジュールが内部電源温度および電圧を監視します。電源モジュールの状態は、

許容範囲内（ノーマル）または許容範囲外（クリティカル）のどちらかです。内部電源モジュー

ルの温度または電圧がクリティカルレベルに達すると、電源モジュールはシステムプロセッ

サと相互作用することなくシャットダウンします。

環境モニタ機能は、次のレベルのステータスにより、システムをモニタします。

•ノーマル：モニタされたすべてのパラメータが通常の許容範囲内にあります。
•警告：システムが特定のしきい値を超えています。システムは稼働し続けますが、オペ
レータが操作してシステムをノーマルステートに戻すことを推奨します。

•クリティカル：温度または電圧条件が許容値を超えています。システムは稼働し続けます
が、そのうちにシャットダウンします。ただちにオペレータが操作する必要があります。

•シャットダウン：シャットダウンが行われる前に、モニタされたパラメータのステータス
が NVRAM（不揮発性 RAM）に記録されます。このログ情報は、あとで問題の原因を突
き止めるのに役立ちます。
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•電源モジュールのシャットダウン：電源モジュールが許容値を超える内部電圧、電流、ま
たは温度状態を検出し、シャットダウンしました。電源スイッチを切り替えるまで、すべ

ての DC電源はシャットダウンされたままです。

CiscoASR1001-Xルータは過熱状態でも自動的にシャットダウンしません。ルータは、周囲温
度に関係なくアクティブな状態を維持します。ルータが極度に高温の環境に長時間さらされる

場合でも、ハードウェア障害が発生するまでは稼働し続けます。

facility-alarm critical exceed-action shutdownコマンドは、Cisco ASR 1001-Xルータでは無効に
なっています。

facility-alarm critical exceed-action shutdownコマンドを実行すると、コンソール端末に次のエ
ラーメッセージが表示されます。

Router(config)# facility-alarm critical exceed-action shutdown

Router(config)#end

Router#

*Apr 22 15:27:26.939:%CMANRPCHAIN-6-NOSHUTWARN: Shutdown not supported on this platform

*Apr 22 15:27:27.974: %SYS-5-CONFIG_I: Configured from console by console

Router#

温度が規定のしきい値を超えると、システムコントローラによりコンソール端末に次の警告

メッセージが表示されます。

Router#

*Apr 22 15:30:37.749: %CMRP_ENVMON-3-TEMP_WARN_CRITICAL: R0/0: cmand: WARNING:
Temp: Inlet temperature sensor on R0 is in a critical state reading 81

Router#

show facility-alarm statusコマンドを実行すると、コンソール端末に次のエラーメッセージが表
示されます。

Router# show facility-alarm status

System Totals Critical: 2 Major: 0 Minor: 0

Source Time Severity Description [Index]

------ ------ -------- -------------------

xcvr container 0/0/1 Apr 22 2014 15:25:57 CRITICAL Transceiver Missing - Link Down [1]

Temp: Inlet R0/30 Apr 22 2014 15:30:37 CRITICAL Temp Above Normal (Shutdown) [1]

GigabitEthernet0 Apr 22 2014 15:25:42 INFO Physical Port Administrative State Down [2]

Router#

ファン障害

4台の内蔵ファンによって冷気がシャーシに取り入れられ、内部コンポーネントに通気されて、
動作温度が許容範囲に保たれます。ファンは、シャーシの中央に設置されています。ファンに
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は右から左の順に、0～ 3の番号が付けられています。システム電源を投入すると、すべての
ファンが作動します。ただし、ファンが作動しなくても、システムは稼働し続けます。

ファンの状態を表示するには、 show platform hardware slot <slot> fan status コマンドを使用
します。次に一例を示します。

Router# show platform hardware slot P2 fan status

Fan group 1 speed: 60%

Fan 0: Normal

Fan 1: Normal

Fan 2: Normal

Fan 3: Fail

リポート機能

FECPのシャーシマネージャがフォワーディングプロセッサのローカルリソースを管理しま
す。シャーシインターフェイスによりモニタされたパラメータがしきい値を超えると、Cisco
ASR 1001-X Routerはコンソールに警告メッセージを表示します。また、次のコマンドを使用
して、環境ステータスリポートを取得および表示できます。

• show environment all
• show version
• show inventory
• show platform
• show platform software status control-processor
• show diag

60秒ごとにパラメータが測定され、リポート機能が更新されます。上記コマンドの簡単な説明
を次に示します。

show environment allコマンドを実行すると、温度、電圧、ファン、電源の情報が表示されま
す。

次に、show environment allコマンドの出力例を示します。

show environment allコマンド

Router# show environment all
Sensor List: Environmental Monitoring
Sensor Location State Reading
PEM Iout P0 Normal 6 A
PEM Vout P0 Normal 12 V DC
PEM Vin P0 Normal 117 V AC
Temp: PEM In P0 Normal 35 Celsius
Temp: PEM Out P0 Normal 32 Celsius
Temp: PEM Int P0 Normal 37 Celsius
PEM Iout P1 Normal 6 A
PEM Vout P1 Normal 12 V DC
PEM Vin P1 Normal 117 V AC
Temp: PEM In P1 Normal 31 Celsius
Temp: PEM Out P1 Normal 27 Celsius
Temp: PEM Int P1 Normal 31 Celsius

Cisco ASR 1001-Xルータの起動と初期設定
21

Cisco ASR 1001-Xルータの起動と初期設定

リポート機能



VVM 0: VX1 R0 Normal 1502 mV
VVM 0: VX2 R0 Normal 751 mV
VVM 0: VX3 R0 Normal 1004 mV
VVM 0: VX4 R0 Normal 1055 mV
VVM 0: VX5 R0 Normal 901 mV
VVM 0: VP1 R0 Normal 5096 mV
VVM 0: VP3 R0 Normal 1505 mV
VVM 0: VP4 R0 Normal 1792 mV
VVM 0: VH R0 Normal 11940 mV
VVM 1: VX1 R0 Normal 1203 mV
VVM 1: VX2 R0 Normal 859 mV
VVM 1: VX3 R0 Normal 857 mV
VVM 1: VX4 R0 Normal 999 mV
VVM 1: VX5 R0 Normal 950 mV
VVM 1: VP2 R0 Normal 3320 mV
VVM 1: VP3 R0 Normal 1787 mV
VVM 1: VP4 R0 Normal 997 mV
VVM 1: VH R0 Normal 11945 mV
VVM 2: VX1 R0 Normal 1112 mV
VVM 2: VX2 R0 Normal 1102 mV
VVM 2: VX3 R0 Normal 1216 mV
VVM 2: VX4 R0 Normal 2516 mV
VVM 2: VX5 R0 Normal 910 mV
VVM 2: VP2 R0 Normal 1526 mV
VVM 2: VP3 R0 Normal 1508 mV
VVM 2: VP4 R0 Normal 2481 mV
VVM 2: VH R0 Normal 11935 mV
VVM 2: AUX1 R0 Normal 747 mV
VVM 2: AUX2 R0 Normal 752 mV
Temp: sTCAM R0 Normal 31 Celsius
Temp: Inlet R0 Normal 22 Celsius
Temp: Outlet R0 Normal 36 Celsius
Temp: QFP Die R0 Normal 58 Celsius
Temp: Center R0 Normal 37 Celsius
Temp: Oct Die R0 Normal 41 Celsius
Temp: CPU Inlt R0 Normal 26 Celsius
Temp: CPU VRM R0 Normal 24 Celsius
Temp: CPU Die R0 Normal 37 Celsius
Temp: FC FANS R0 Fan Speed 60% 21 Celsius

show versionコマンドを実行すると、システムのハードウェア構成、ソフトウェアバージョ
ン、およびコンフィギュレーションファイルとブートイメージの名前とソースが表示されま

す。

次に、show versionコマンドの出力例を示します。

show versionコマンド

Router# show version
Cisco IOS XE Software, Version BLD_V154_2_S_XE312_THROTTLE_LATEST_20140709_150034-std
Cisco IOS Software, ASR1000 Software (X86_64_LINUX_IOSD-UNIVERSALK9-M), Experimental
Version 15.4(20140709:163658)
[v154_2_s_xe312_throttle-BLD-BLD_V154_2_S_XE312_THROTTLE_LATEST_20140709_150034-ios 159]
Copyright (c) 1986-2014 by Cisco Systems, Inc.
Compiled Wed 09-Jul-14 12:25 by mcpre
Cisco IOS-XE software, Copyright (c) 2005-2014 by cisco Systems, Inc.
All rights reserved. Certain components of Cisco IOS-XE software are
licensed under the GNU General Public License ("GPL") Version 2.0. The
software code licensed under GPL Version 2.0 is free software that comes
with ABSOLUTELY NO WARRANTY. You can redistribute and/or modify such
GPL code under the terms of GPL Version 2.0. For more details, see the
documentation or "License Notice" file accompanying the IOS-XE software,
or the applicable URL provided on the flyer accompanying the IOS-XE
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software.
ROM: IOS-XE ROMMON
Router uptime is 21 hours, 43 minutes
Uptime for this control processor is 21 hours, 44 minutes
System returned to ROM by reload
System image file is "tftp:images/rls_3_12_nightster/asr1001x-universalk9.BLD_V154_2_"
Last reload reason: Reload Command
This product contains cryptographic features and is subject to United
States and local country laws governing import, export, transfer and
use. Delivery of Cisco cryptographic products does not imply
third-party authority to import, export, distribute or use encryption.
Importers, exporters, distributors and users are responsible for
compliance with U.S. and local country laws. By using this product you
agree to comply with applicable laws and regulations. If you are unable
to comply with U.S. and local laws, return this product immediately.
A summary of U.S. laws governing Cisco cryptographic products may be found at:
http://www.cisco.com/wwl/export/crypto/tool/stqrg.html
If you require further assistance please contact us by sending email to
export@cisco.com.
License Level: adventerprise
License Type: Permanent
Next reload license Level: adventerprise
cisco ASR1001-X (1NG) processor with 6837243K/6147K bytes of memory.
Processor board ID JAE17460APT
6 Gigabit Ethernet interfaces
3 Ten Gigabit Ethernet interfaces
32768K bytes of non-volatile configuration memory.
16777216K bytes of physical memory.
6684671K bytes of eUSB flash at bootflash:.
Configuration register is 0x0
Router#

ow inventory コマンドを実行すると、ネットワーキングデバイスに組み込まれているすべての
シスコ製品をリストした製品目録を含む拡張レポートが表示されます。

次に、show inventoryコマンドの出力例を示します。

show inventoryコマンド

Router# show inventory
NAME: "Chassis", DESCR: "Cisco ASR1001-X Chassis"
PID: ASR1001-X , VID: V00, SN: P3A-9
NAME: "Power Supply Module 0", DESCR: "Cisco ASR1001-X AC Power Supply"
PID: ASR1001X-PWR-AC , VID: V00, SN: LIT171616HJ
NAME: "Power Supply Module 1", DESCR: "Cisco ASR1001-X AC Power Supply"
PID: ASR1001X-PWR-AC , VID: V00, SN: LIT171616GG
NAME: "Fan Tray 0", DESCR: "Cisco ASR1001-X Fan Tray"
PID: ASR1001-X-FANTRAY , VID: , SN:
NAME: "module 0", DESCR: "Cisco ASR1001-X SPA Interface Processor"
PID: ASR1001-X , VID: , SN:
NAME: "SPA subslot 0/1", DESCR: "4-port Serial Shared Port Adapter"
PID: SPA-4XT-SERIAL , VID: V01, SN: JAB111105M4
NAME: "NIM subslot 0/2", DESCR: "NIM SSD Module"
PID: NIM-SSD , VID: V01, SN: FOC18071SNN
NAME: "subslot 0/2 disk0", DESCR: "harddisk"
PID: Micron P400m-MTFDDAK400MAN , VID: 0225 , SN: MSA1802019A
NAME: "subslot 0/2 disk1", DESCR: "harddisk"
PID: UB88RTB400HE6-NTH-EID , VID: 5.2.4 , SN: 11000302418
NAME: "SPA subslot 0/0", DESCR: "8-port Built-in GE SPA"
PID: BUILT-IN-2T+6X1GE , VID: , SN:
NAME: "module R0", DESCR: "Cisco ASR1001-X Route Processor"
PID: ASR1001-X , VID: V00, SN: JAE1719030S
NAME: "module F0", DESCR: "Cisco ASR1001-X Embedded Services Processor"
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PID: ASR1001-X , VID: , SN:
Router#

ow platform コマンドは、プラットフォーム情報を示します。

次に、show platformコマンドの出力例を示します。

show platformコマンド

Router# show platform
Chassis type: ASR1001-X
Slot Type State Insert time (ago)
--------- ------------------- --------------------- -----------------
0 ASR1001-X ok 00:34:05
0/0 BUILT-IN-2T+6X1GE ok 00:33:14
0/1 SPA-4XT-SERIAL ok 00:33:14
0/2 NIM-SSD ok 00:33:11
R0 ASR1001-X ok 00:34:05
R0/0 ok, active 00:34:05
R0/1 ok, standby 00:32:47
F0 ASR1001-X ok, active 00:34:05
P0 ASR1001X-PWR-AC ps, fail 00:33:44
P1 ASR1001X-PWR-AC ok 00:33:42
P2 ASR1001-X-FANTRAY ok 00:33:47
Slot CPLD Version Firmware Version
--------- ------------------- ---------------------------------------
0 14041015 15.4(2r)S
R0 14041015 15.4(2r)S
F0 14041015 15.4(2r)S

show platform software status control-processorコマンドを実行すると、平均負荷、メモリ使用
量、ルータ動作中の CPU使用率レベルを表示します。また、出力はこれらのシステム状態パ
ラメータレベルが定義されたしきい値内であるかどうかを区別します。

出力には、モノリシックルータの SIP関連の情報は表示されません。（注）

次に、show platform software status control-processorコマンドの出力例を示します。

show platform software status control-processorコマンド

Router# show platform software status control-processor
RP0: online, statistics updated 1 seconds ago
Load Average: healthy
1-Min: 0.00, status: healthy, under 8.00
5-Min: 0.03, status: healthy, under 8.00
15-Min: 0.07, status: healthy, under 10.00

Memory (kb): healthy
Total: 8092776
Used: 3491556 (43%)
Free: 4601220 (57%)
Committed: 3566404 (44%), status: healthy, under 95%

Per-core Statistics
CPU0: CPU Utilization (percentage of time spent)
User: 0.00, System: 0.00, Nice: 0.00, Idle:100.00
IRQ: 0.00, SIRQ: 0.00, IOwait: 0.00

CPU1: CPU Utilization (percentage of time spent)
User: 1.30, System: 0.40, Nice: 0.00, Idle: 98.30
IRQ: 0.00, SIRQ: 0.00, IOwait: 0.00
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CPU2: CPU Utilization (percentage of time spent)
User: 0.49, System: 8.89, Nice: 0.00, Idle: 90.60
IRQ: 0.00, SIRQ: 0.00, IOwait: 0.00

CPU3: CPU Utilization (percentage of time spent)
User: 2.00, System: 0.40, Nice: 0.00, Idle: 97.60
IRQ: 0.00, SIRQ: 0.00, IOwait: 0.00

CPU4: CPU Utilization (percentage of time spent)
User: 0.00, System: 0.30, Nice: 0.00, Idle: 99.69
IRQ: 0.00, SIRQ: 0.00, IOwait: 0.00

CPU5: CPU Utilization (percentage of time spent)
User: 0.40, System: 0.10, Nice: 0.00, Idle: 99.50
IRQ: 0.00, SIRQ: 0.00, IOwait: 0.00

CPU6: CPU Utilization (percentage of time spent)
User: 0.40, System: 0.40, Nice: 0.00, Idle: 99.19
IRQ: 0.00, SIRQ: 0.00, IOwait: 0.00

CPU7: CPU Utilization (percentage of time spent)
User: 0.80, System: 1.30, Nice: 0.00, Idle: 97.90
IRQ: 0.00, SIRQ: 0.00, IOwait: 0.00

show diag chassis eeprom detail コマンドを実行すると、ラインカードの DRAMおよび SRAM
などの構成ハードウェア情報が表示されます。

次に、show diag chassis eeprom detail コマンドの出力例を示します。

show diag chassis eeprom detailコマンド

Router#: show diag chassis eeprom detail
MIDPLANE EEPROM data:

EEPROM version : 4
Compatible Type : 0xFF
Controller Type : 2030
Hardware Revision : 1.0
PCB Part Number : 73-14409-07
Board Revision : A0
Deviation Number : 0-0
Fab Version : 07
PCB Serial Number : JAE1817044D
RMA Test History : 00
RMA Number : 0-0-0-0
RMA History : 00
Top Assy. Part Number : 68-4703-07
CLEI Code : CMMP410DRA
Product Identifier (PID) : ASR1001-X
Version Identifier (VID) : V01
Manufacturing Test Data : 00 00 00 00 00 00 00 00
Field Diagnostics Data : 00 00 00 00 00 00 00 00
Chassis MAC Address : a80c.0dee.c600
MAC Address block size : 128
Chassis Serial Number : FXS1814Q2K0
Environment Monitor Data : 00 06 00 FA Asset ID :

Power/Fan Module P0 EEPROM data:
EEPROM version : 4
Compatible Type : 0xFF
Hardware Revision : 0.3
Version Identifier (VID) : V00
Product Identifier (PID) : ASR1001X-PWR-AC
PCB Serial Number : LIT171616GE
Top Assy. Part Number : 341-0608-01
Board Revision : 01
Deviation Number : 0
Power Supply Type : AC
RMA Test History : 00
RMA Number : 0-0-0-0
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RMA History : 00
CLEI Code : UNASSIGNED
Manufacturing Test Data : 00 00 00 00 00 00 00 00
Field Diagnostics Data : 00 00 00 00 00 00 00 00
Unknown Field (type 00DA): 00 00 00 00 00 00 00 00

00 00 00 00 00 00 00 00
Platform features : 00 01 01 DE 15 F4 07 C6

00 00 00 00 00 00 00 00
4A

Environment Monitor Data : 00 06 00 FA
Asset ID :

Power/Fan Module P1 EEPROM data:
EEPROM version : 4
Compatible Type : 0xFF
Hardware Revision : 0.3
Version Identifier (VID) : V00
Product Identifier (PID) : ASR1001X-PWR-AC
PCB Serial Number : LIT171616GX
Top Assy. Part Number : 341-0608-01
Board Revision : 01
Deviation Number : 0
Power Supply Type : AC
RMA Test History : 00
RMA Number : 0-0-0-0
RMA History : 00
CLEI Code : UNASSIGNED
Manufacturing Test Data : 00 00 00 00 00 00 00 00
Field Diagnostics Data : 00 00 00 00 00 00 00 00
Unknown Field (type 00DA): 00 00 00 00 00 00 00 00

00 00 00 00 00 00 00 00
Platform features : 00 01 01 DE 15 F4 07 C6

00 00 00 00 00 00 00 00
4A

Environment Monitor Data : 00 06 00 FA
Asset ID :

Power/Fan Module P2 EEPROM data is not initialized
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